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1915年のエリオット
──二つのヘレンの詩とボストン詩群──
北 沢 格
第一次世界大戦勃発直後の 1914年 8月、T. S. エリオットはドイツから
イギリスへと移り、その後、オックスフォード大学マートン・カレッジで
哲学の研究に取り組んだ。その一方、エリオットはイギリスで文学関係の
知人を徐々に増やしていった。とりわけ、9月に初めて会ったエズラ・パ
ウンドは、エリオットの詩を高く評価して、エリオット自身の意向などあ
まり気にせず、熱意を持ってその作品を他の詩人や編集者に紹介し始め
た。その結果が、翌年の 1915年、『ポエトリー』や『ブラスト』等の雑誌
へのエリオットの初期代表詩の掲載であり、新進詩人としてのエリオット
の存在が世間に知られる契機となったのである。
オックスフォードでの哲学者としての研究生活に次第に魅力を感じなく
なりつつあったエリオットにとって、1915年は詩人への道へと大きく踏
み出す節目の年であったが、この年にはもう一つ、エリオットの実人生に
おいても重大な出来事が起きている。6月に、エリオットはヴィヴィア
ン・ヘイ=ウッドと結婚したのである。出会ってからわずか 3か月ほどの
交際期間ではあったが、互いに強く引かれ合った後の結婚だった。詩人と
しての創作活動とヴィヴィアンとの結婚生活は複雑に絡み合い、さまざま
な点でエリオットのその後を変えていくことになる。本論では、エリオッ
トの人生の転換点とも言えるこの時期に書かれた、いくつかの短詩・断片
について論考を加えるものである。
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1914年の夏から 1915年にかけてエリオットが書いた詩はそれほど多く
ない。確かに 1915年には、「プルーフロックの恋歌」、「ある婦人の肖像」、
「前奏曲集」、「風の夜の狂詩曲」と、エリオットの初期を代表する優れた
詩が次々に発表されているが、これらの詩は、元々数年前の 1910年から
1912年頃に書かれたものである。加えて、この時期の未発表詩について
は、執筆時期の特定が難しいという問題がある
1）
。1910年にエリオットが
買ったノートブックに書かれた詩は 1911年頃までのもので、それ以降の
ものはルーズリーフに書かれたり、紙片にタイプ打ちされたものであるた
め、日付けの記載がないものについては執筆時期の手がかりが少ないもの
が多いためである。このため、1996年に出版された Inventions of the March
Hareでは、編者のリックスが 10編の詩について時期の断定を避けた旨を
述べている
2）
。ただし、2015年に The Poems of T. S. Eliot （全 2巻）が出版
され、これまで公刊されてこなかった多くの未発表詩を収録するととも
に、前述の 10編も含め、執筆時期についてはほぼ執筆時期が特定された
ことで、この点はめざましい進展があったと言える
3）
。もっとも、なおも
未発見の資料があるため、すべてが完全に判明しているわけではない。
この時期に書かれたことが確実な作品の中に、Suppressed Complexと
Afternoonの 2編がある。これらはエリオットが 1915年 2月 2日にまず
パウンドへ、次いで 2月 25日に、友人のコンラッド・エイケン宛に出し
た手紙に同封されていたものである
4）
。この手紙は、エリオットが滞在中
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1) 本稿では、エリオットの生前に公刊されなかった詩について未発表詩と呼称
する。また、生前に刊行されたものについては一般的な翻訳名を日本語で記す
が、未発表詩については原語のままとする。
2) Inventions of the March Hare: Poems 1909-1917 by T. S. Eliot, ed. by Christopher Ricks
(London: Faber and Faber, 1996), p. xlii.
3) The Poems of T. S. Eliot Volume 1: Collected and Uncollected Poems ed. by Christopher
Ricks and Jim McCue, (London: Faber and Faber, 2015); The Poems of T. S. Eliot Volume
II: Practical Cats and Further Verses ed. by Christopher Ricks and Jim McCue, (London:
Faber and Faber, 2015).
4) The Letters of T. S. Eliot Volume 1: 1898-1922 Revised Edition, ed. by Valerie Eliot and
のマートン・カレッジか出したもので、当時の自身の心境をかなり詳細に
伝えている様子がうかがわれて興味深い。エリオットはこの中で、エイケ
ンの次男が死産だったことに悔やみの言葉をかけた後、¦I do not know my
own plans for the future§と述べている。イギリスの食事と気候が忌まわし
いものであり、体調不良や戦争の重圧感も加わってオックスフォードでの
生活を好きになれない気持ちを伝える一方、ハーヴァード大学の所在地で
あるケンブリッジへ戻ることにも躊躇する心情を語る。さらにエリオット
は自分の将来について語り、結婚や家族を持ち、アメリカに安住するとい
う考え方自体に確信を持てないという心情を率直に吐露しているのであ
る。もちろん、これだけでこの手紙に述べられた内容が同封された詩と直
結するということにはならない。まして、1915年の間における自分の人
生の大きな変化について、ヴィヴィアンに会ってもいないこの時点で予想
がつくわけもないが、この後に起きていく事態を考えると実に興味深い内
容が語られている。
この手紙に添付された二つの詩は、いずれも 10行にも満たない短い詩、
もしくは断片とよぶべきもので、第 1 のものにはSuppressed Complex
という題が付けられている。既に拙論で述べたように、ベッドに横たわっ
て寝ている女性を見つめながら、夜明けとともに嬉々としてそこを去る男
性らしき語り手の視点で書かれた詩である
5）
。女性との別れに未練を残す
どころか、女性から離れることにむしろ安堵するかのような語り手の言葉
は、エリオットの抱いていた結婚、そして女性との性的な関係に対する不
安といったものが、おぼろげながら浮かびあがってくる詩である。
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Hugh Haughton, (London: Faber and Faber, 2009), pp. 95-96. なお、この詩は 1988
年に出版された第一期書簡集（The Letters of T. S. Eliot, Vol. I, ed. by Valerie Eliot,
London: Faber and Faber, 1988)に手紙と合わせて収録されたため、未発表詩の中
では公刊時期が早いものとなった。
5) 拙論、「心的風景の断片─エリオットの初期未発表詩の問題─」英語英米文
学第 52集（中央大学英米文学会, 2012), 59-78ページ。
もう一つの詩、Afternoonの方は、より一層、断片としての色合いが
目立つ作品である。雨の中、団体客よろしく大英博物館のホールに集まっ
た婦人たちが、アッシリア美術を観覧しようとする一場面を描いたこの詩
は、裕福な婦人たちの昼下がりというエリオットが好んで題材にする設定
が使われている。
The faint perfume of last yearʼs tailor suits
And the steam from drying rubber overshoes
And the green and purple feathers on their hats
Vanish in the sombre Sunday Afternoon
As they fade beyond the Roman statuary
Like amateur comedians across a lawn
Towards the unconscious, the ineffable, the absolute (ll. 3-9)
6）
既にエリオットは、「プルーフロックの恋歌」で¦In the room the women
come and go / Talking of Michelangelo.§(ll. 13-14; ll. 35-36)というフレーズ
を書いて、リフレインとして効果的に使っている。このAfternoonでも
婦人たちが見えなくなる辺りに立っているのが、ローマ時代の彫像である
とか、「プルーフロックの恋歌」とイメージは重なり合う部分でもある。
直喩で使われる¦amateur comedians§の意味するものはわかりにくく、最
終行で唐突に現れて日常と対比されると思われる「無意識で、口にするこ
ともはばかられる、絶対的なもの(the unconscious, the ineffable, the absolute)」
にしても、どのようなものとして形で詩想を展開させようとしていたのか
は、この断片的なものからはわからない。ただ、エリオットの初期詩に現
れる知的好奇心と教養のある、そこそこの年齢の女性という典型例がここ
に描かれているのは確かである。
この手紙から 2 か月後の 4 月に書かれたと推定されているのがTo
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6) The Poems of T. S. Eliot Volume 1, pp. 267-268. 以下、作品の引証はすべて同書に
よる。また、以後、本論では同書を The Poemsと呼称する。
Helenというごく短い詩である。レストランかカフェのような場所にい
る語り手が、化粧室に立った連れの女性が戻ってくるのを手持ちぶさたに
待つ一場面をスケッチした、ほとんど状況説明で終わった断片と呼んだ方
がふさわしいものである。この詩は、Inventions of the March Hare では、
[While you were absent in the lavatory]という甚だ無粋な 1行目がタイトル代
わりに示され、最終行にはピリオドすらないという無題の断片扱いだった
作品である。また、先述したように、この時点で編者のリックスが執筆年
の確定をあえて避けた 10 作品の一つでもある。さらに、Inventions of the
March Hare自体がエリオットの作品集成をめざしたものではなく、ニュー
ヨーク公共図書館バーグ・コレクション所蔵のエリオットのノートブック
および紙片に書き付けられた詩・断片を中心に出版したものであったた
め、当然のことながら、掲載されているテキストは同図書館所蔵のもので
ある
7）
。
これに対して The Poems of T. S. Eliotはイェール大学バイネッキ図書館所
蔵のものを、バーグ・コレクションのそれの改訂版と判断して、テキスト
として採用している。その上で、同書ではバーグ・コレクションの原稿を
ms1、バイネッキ図書館所蔵のものを ms2としている。本論もその見解に
従って、テキストについては The Poems of T. S. Eliotか所収のもの（すなわ
ち ms2）を基本として考える。もっとも、これら二つの原稿の違いはそれ
ほど大きなものではなく、語調を整えて結びの感じを強くした最終第 9行
を除けば、若干の単語の入れ替えと多少のパンクチュエーションの変更程
度である。ただし、大きな違いが一つある。この「詩」の題名である。先
述したように Inventions of the March Hareでは、言い換えると ms1の時点は
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7) ただし、Inventions of the March Hare においても、イェール大学バイネッキ図
書館所蔵のテキストと比較されていて、To Helenというタイトルについて
も言及がある。Inventions of the March Hare, p. 61.
題名が付けられていなかったこの作品には、ms2ではTo Helenという
題が付けられている。To Helenからは、エリオットも愛好していたと
いうエドガー・アラン・ポーの有名な詩がすぐに想起されるわけだが、な
ぜそのような題名を付けたのだろうか。
この時期のエリオットにとって、大きな意味を持つのが、ヴィヴィア
ン・ヘイウッドとの関係である。エリオットがヴィヴィアンと出会った経
緯については、不明な点も多いが、川遊びなどで一緒になった後、1915
年 3月に、スコフィールド・セイヤーの部屋で開かれたランチ・パーテ
ィーで紹介されたのは確実らしい
8）
。セイヤーは、ボストンのミルトン・
アカデミー以来のエリオットの知人で、エリオット同様に、ハーヴァード
卒業後、オックスフォード大学モードリン・カレッジに留学していた。セ
イヤー自身も詩を書いてはいたが、裕福な家の出身であり、後に自ら買い
取った『ダイアル』誌の編集者としても力をふるったエリオットとの関係
も極めて深い人物である。
これより 2年ほど前の 1913年頃、エリオットが演じた素人芝居を見に
来ていた従姉妹エレナー・ヒンクリーの友人、エミリー・ヘイルに強い恋
愛感情を抱いたことがあった。実際、マートン・カレッジに来てからさほ
ど時間が経っていない 1914年 11月 21日に、コンラッド・エイケンに 4
ドルを送り、エミリー・ヘイル宛に「赤かピンクのバラ」を贈るように依
頼している
9）
。しかし、ヘイルとの関係はそれ以上のものにはならなかっ
たと考えられている
10）
。
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8) 以下を参照のこと。Robert Crawford, Young Eliot: From St Louis to The Waste Land
(London: Vintage, 2015), p. 225; Peter Ackroyd, T. S. Eliot, (London: Hamish
Hamilton, 1984), p. 61; Lyndall Gordon, Eliot’s Early Years (Oxford: Oxford University
Press, 1977), p. 72.
9) Letters, p. 76.
10) ただし、エリオットとの文通は続き、ヘイルは独身のままだった。また、後
年の Burnt Nortonに彼女の影響を見る解釈もある。Gordon, p. 55.
現在刊行されている書簡集でヴィヴィアンの名前が最初に確認できるの
は、1915年 4月 24日付けでエレナー・ヒンクリーに宛てた手紙である。
エリオットは、ダンス・パーティーで知り合ったという二人の女性につい
て嬉々として説明した後で名前を明かすのだが、その二人目に挙げた名前
がヴィヴィアンである
11）
。この頃から、エリオットとヴィヴィアンの関係
は急速に深まっていく。そして、交際期間が 3か月にも満たない 6月に、
互いの家族の十分な了解もないままエリオットはヴィヴィアンと結婚す
る。結婚についての懐疑的な思いをエイケンに手紙で切々と伝えていたの
が、この年の 2月のことだったことを考えると、驚くほどの転換である。
作品と作者の人生を単純に重ね合わせるのは、エリオットの詩論からす
れば否定されるべきあまりに安易な解釈であろうが、既にヴィヴィアンと
会っていて、二人が急接近していた 4月に書かれた詩だということを考え
れば、To Helenに、ヴィヴィアンの存在が何らかの形で反映されてい
ると見ること自体はあり得ることだろう。しかし、問題はその内容であ
る。
エリオットのTo Helenは、レストランでの食事が終わったのか、席
に座ったままの語り手の前に黒人のウェイターが続けて現れてオレンジと
バナナ、コーヒーと葉巻を運んでくるが、連れの女性は戻らない。次第に
焦燥感がつのる語り手の前に、唐突に白ウサギが現れるが、それが実在の
ものなのか、それとも『不思議の国のアリス』よろしく幻想の産物なのか
はわからない
12）
。そのウサギがパン屑に近づくのを語り手は眺めるが、連
れの女性は戻らない。詩行はそれで終わっている。
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11) Letters, p.105.
12) エリオットとアリスの関連で補足すると、Helen Gardnerは Burnt Nortonの
バラ園の場面について、Alice in Wonderlandのアリスが白ウサギの足音に聞く場
面との関連性を指摘している。The Composition of Four Quartets (London: Faber and
Faber, 1978), p. 39.
何よりも目を引くのは、To Helenという大仰な題名と書かれている
内容との激しいギャップであろう。恋人を賛美するでもなく、語り手が必
要とするのは自分に直面する「大きな口」である。この ms2 の¦large
mouth§という部分は、ms1では¦wide mouth§であり、口を大きく開けて
よく話すか笑う特徴を示そうとするという意味合いはあるかもしれない
が、恋人の美を称揚するという意図はないだろう。少なくともここには、
ポーが¦the beauty of fair Greece, / And the grandeur of old Rome§という言葉
で歌い上げた美は欠片も出てこない。まして、その昔、マーロウが¦the
face that launchʼd a thousand ships, / And burnt the topless towers of Ilium§と歌
い上げた絶世の美人としてのヘレンなど登場しない。もちろん、まったく
逆方向に考えてパロディのようなものを意図していた可能性もあったのか
もしれないが、現在残されているわずか 9行の詩行を見る限りでは、それ
は判断のしようもない。この詩がどのような展開を狙っていたのかはわか
らないままである。
言葉や表現の選択も含めて、作品としては着想レベルのメモ程度のもの
という印象を与えるこの作品ではあるが、注目すべきは、語り手が、不在
の相手へ語りかけるかのように、¦I was impatient, my dear, and a little
unhappy / Needing your large mouth opposite me.§(ll. 5-6)と脳裏の中で述懐
する部分も興味深い。この詩で恋人らしき相手についての描写はこの箇所
しかないにもかかわらず、語り手の内面を表現する言葉は、元々の ms1で
は¦restless§、推敲後の ms2では¦impatient§と、不安から焦燥へと変えら
れているのである。女性が不在であることの不満を反映したものではあろ
うが、同時に、女性が帰ってきた後の状況に苛立つものがあることを示唆
するからである。そうだとすると、ウサギについても、現実逃避の結果の
幻想とも考えられる。女性と直面することへの怖れに近い感情は、この
後、『荒地』にまで一貫して提示されるものである。
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もう一つ、「ヘレン」という名前について注目すべき点がある。エリオ
ットはこの時期、別の詩についてもこの名前を使っているのである。エズ
ラ・パウンドの強い推薦により、1915年 6月にシカゴの専門誌『ポエト
リー』に「プルーフロックの恋歌」が掲載されたが、それに続いて、同年
10月の『ポエトリー』に、Three Poemsと題してエリオットの詩が掲載
されたのである。「ボストン・イヴニング・トランスクリプト(The Boston
Evening Transcript)」、「従姉妹ナンシー(Cousin Nancy)」、そして「ヘレン
おばさん(Aunt Helen)」の 3 作品で、これらはまとめて「ボストン詩群
(Bostonian poems)」と呼ばれることがある
13）
。
エリオットは 1905年にスミス・アカデミーを卒業するとセントルイス
を離れ、ボストンのミルトン・アカデミーに入り、ハーヴァード大学に進
学するまでの 1年をこの街で過ごしている。なお、この時のミルトン・ア
カデミーでの同窓生の一人に、先述のスコフィールド・セイヤーがいる。
エリオットはこの時期、ユニタリアン派の聖職者で名士の一人でもあった
叔父のクリストファー・ローズ・エリオットを介して、ボストンの社交界
にも顔を出している。しかし、ニューイングランドの伝統あるこの街と、
そこで暮らす上流または上流中産階級の人々がエリオットに与えた印象
は、あまりよいものではなかったらしい
14）
。活気あるセントルイスの街で
堅実な生活を送っていたエリオットの目には、ボストンの裕福な人々の生
活は華美に過ぎたものに映ったということだろう。
ラフォルグの影響を受けて、都市に生きる人々の生活の断面をやや皮肉
な視点から描くのが、エリオットの初期作品の特徴だが、その傾向がこれ
らの作品ではより強く表れているように思われる。これら 3作品はパウン
ドを介して『ポエトリー』の編集者ハリエット・モンローに送られたわけ
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13) Ackroyd, p. 60.
14) Gordon, p. 17.
だが、そのタイプ原稿だけでなく、草稿を記したノートブックやルーズ
リーフについても、現段階では見つかっておらず、推敲の経緯もわからな
い。ただ、ボストンの情景、人物をそれなりにリアルな感じで描き出した
作品であることから、エリオットがボストンで過ごした 1905年からハー
ヴァードに在籍した 1914年までの何らかの自分自身の経験を素材に使っ
ていることは推測できる。そして、Inventions of the March Hareに収録され
たノートブックやルーズリーフにこれらの詩の痕跡が残っていないことを
考えると、書かれた時期は発表の直前の 1915年頃と考えてもよいだろう。
つまり、これらの詩には、そうしたボストン時代の記憶に、エリオットが
執筆時期に滞在していたイギリスでのさまざまな思いが混じり合ってでき
たものなのである。
この 3作品のうち、「ボストン・イヴニング・トランスクリプト」は最
も直截的にボストンを舞台にしたことを示した詩である。この「ボスト
ン・イヴニング・トランスクリプト」とは、1830年に創刊されて 1941年
まで刊行された実在する新聞である。ハーヴァード大学在学中の 1910年、
エリオットが『ハーヴァード・アドヴォケイト』に発表した「オード」が
この新聞に掲載されたことがあるなど、エリオットに関係の深い新聞であ
る
15）
。しかし、本詩におけるエリオットのこの新聞への描写の様子は、必
ずしも好意的とは言えない。新聞の読者を、風に揺れる「熟したトウモロ
コシ畑(¦a field of ripe corn§)」という比喩で表したのはまだよいとしても、
夕暮れがわずかに深まるにつれて、生命の欲望が目覚める一方、配達され
た夕刊紙を見る程度しかない人々との対比からは、あまり肯定的なイメー
ジは浮かび上がらないだろう。さらに警句で知られる 17世紀のフランス
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15) Donald Gallup, T. S. Eliot: A Bibliography (London: Faber and Faber, 1969), p.196.
なお、このOdeは、その後 Poems Written in Early Youthに収録された、¦For
the hour...§で始まるものであり、同じ題名ながら¦Tired.§で始まり性的な内
容を強く含むもののことではない。
のラ・ロシェフーコーを持ち出して、知的な雰囲気はあるものの物憂げに
新聞を届ける語り手からは、活気ある雰囲気はまったく感じられない。ま
た夕刊紙を届ける相手で階段を上ったところにいる¦Cousin Harriet§につ
いては、詩の中では描かれていないため、どのような役所を設定したのか
は不明だが、P. B. シェリーの妻のイメージが重ね合わされているのだと
すれば、やはり生気など感じられるものではないだろう
16）
。「プルーフロ
ックの恋歌」でも夕暮れの都市の倦怠感が描かれたが、これもその延長線
上にある詩である。
「従姉妹ナンシー」では逆に、ニューイングランドの不毛の丘を越えて
牧草地にまで馬を駆り、タバコを吸ってダンスに興じる活発な¦Miss
Nancy Ellicott§が描かれる。「ボストン・イヴニング・トランスクリプト」
とは違って、動的な場面で構成されており、保守的で伝統的な道徳観念に
とらわれたボストンの社会に反旗を翻すという内容は、当時のエリオット
が抱いていたボストンへの反感を示唆するものとも考えられる。
Miss Nancy Ellicott smoked
And danced all the modern dances;
And her aunts were not quite sure how they felt about it,
But they knew that it was modern. (ll. 7-10)
しかし、この詩に描かれるナンシーの反抗の様子は極めて皮相的なもの
でしかない。彼女の行動の動機は、それが¦modern§であると彼女自身
が考えているからとしか受け止められない。むしろ彼女の叔母たちにとっ
ては、社交界の評判を悪くする、つまり「良縁」から遠ざかるのではない
かという心配を募らせるものでしかない。¦Ellicott§という名前の中には
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16) The Poems, pp. 428-429. 同書の注では Harrietについてはロマン派の詩人 P.
B. Shelleyの妻との関連が示唆されている。また、エリオットにそのような従
姉妹はいない。
明らかに¦Eliot§が含まれていることから、読者にエリオット自身を反映
させた人物であるという印象を与えておきながら、この詩の描写からは、
ナンシーの人物像へのエリオットの思い入れや共感はあまり読み取れず、
どちらかと言うと、戯画化するような調子の方が強い。詩人の視点はむし
ろこの詩の叔母たちに近いとも取れるが、その反面ナンシーを完全に批
判、嘲笑しているとまでは読み取れない。全体に、何ともやや歯切れの悪
い内容になっているのである。
ヴィヴィアンは快活で積極的な女性だったとされ、自分の内面とは相反
するものを多分に持つ彼女にエリオットは強く引かれ、その影響すら受け
て、彼自身が一時的に実際以上に快活に見えたこともあったとされる
17）
。
このことを考えると、ここに描かれる「ナンシー」に、ヴィヴィアンのイ
メージが盛り込まれている可能性はあるが、とにかく短すぎて詩想の展開
も十分ではないこの詩から、過剰な読み取りをすることは危険である。ボ
ストン詩群の登場人物すべてに言えることだが、それぞれに特定個人のモ
デルがあると見るよりは、エリオットが当時感じていたボストンの人々へ
の一般的な印象が中心であり、そこにヴィヴィアンも含め、個人的なイ
メージが付与された程度と考えた方が妥当である。したがって「ナン
シー」とは、当時のエリオットが抱いていた若い女性像の一典型なのだろ
う。先述の従姉妹のエレナー・ヒンクリーに宛てた 1915年 4月 24日付け
の手紙の中で、エリオットは、イギリスの洗練された知的な女性たちに会
えた歓びを伝えつつ、そうした若い女性が皆タバコを吸っていると述べて
いる
18）
。「ナンシー」とは、そうした女性の代表であり、エリオットにと
って魅力的でありつつも、根本的にはどこか相容れないものだったのでは
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17) Ackroyd, p. 63. アクロイドはそこにエリオットの決定的な誤解があり、それ
が不幸の原因だったと説明する。
18) Letters, p. 105.
ないだろうか。語り手が彼女と同列の位置から向き合うのではなく、あく
まで上から見下ろすような視線で描き出す構図から考えると、詩人はいわ
ば、この詩の最後に出てくるガラスのはめ込まれた棚から見下ろす
¦Matthew and Waldo§(l. 12)、つまり道徳的権威の象徴、マシュー・アー
ノルドとラルフ・ウォルドー・エマソンよろしく、背後から見つめるだけ
である。「ボストン・イヴニング・トランスクリプト」でも、最後にボス
トンの街角にたたずむラ・ロシェフーコーが登場するが、この詩も同じ構
造である。やや謎めいた表現で突き放す、エリオットの初期作品でしばし
ば見られる結びである。
そして、ボストンを描いた 3作品のもう一つが、「ヘレン」の名を冠す
る「ヘレンおばさん」である。この女性には¦Miss Helen Slingsby§という
フル・ネームが与えられている
19）
。夕暮れのひとときをとらえた「ボスト
ン・イヴニング・トランスクリプト」、一人の女性の日常の言動をめぐる
状況をとらえた「従姉妹ナンシー」とは違い、この詩は長さは同程度の短
いものではあるが、やや物語仕立てとなっている点が特徴である。小さい
とはいえ瀟洒な広場近くの家を住居とし、四人の使用人を抱えてまずまず
裕福な生活を送っていた女性が生涯を終え、葬儀が終わるまでの経緯の説
明が前半部である。ヨハネの黙示録やヨブ記に記される天の沈黙を連想さ
せる¦there was silence in heaven(l. 4)§という詩行からは、この女性の魂の
昇天への賛歌のような印象を受けるが、突然、すべてを現実に引き戻すか
のように登場する¦He§という語り手の醒めた言葉で一転する。
He was aware that this sort of thing had occurred before.
The dogs were handsomely provided for,
But shortly afterwards the parrot died too.
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19) Grover Smith, T. S. Eliotʼs Poetry and Plays: A Study in Sources and Meaning, 2nd ed.
(Chicago: The University of Chicago Press, 1974), p. 31.
The Dresden clock continued ticking on the mantelpiece,
And the footman sat upon the dining-table
Holding the second housemaid on his knees -
Who had always been so careful while her mistress lived. (ll. 7-13)
亡くなった女性の名残として、複数の飼い犬は世話をされていたが、オ
ウムはすぐに死に、一般にマイセン・チャイナなどと呼ばれるドレスデン
磁器のロココ調の飾り時計が空しく時を刻んでいる。エリオットの父は成
功した実業家ではあったものの、厳格なユニテリアン派の家系に生まれた
こともあり、セントルイスでの生活は堅実で慎ましいものだったという。
そこで育ったエリオットにとって、自己満足的なこの種の贅沢は、すべて
無意味な浪費に映ったようだ
20）
。そして、この家の唯一の主人として君臨
していた婦人の死とともに倫理も失われる。主人の目が届かないのをいい
ことに、使用人は誰はばかることなく情事にふけるという構図である。聖
書を踏まえた前半の聖と、後半の俗を際立たせつつ、全体としてはこれも
またボストンの有閑階級の生活を揶揄するような内容となっている。これ
より少し前に発表された「風の夜の狂詩曲」の最後を、警句めいた 1行で
終わらせたように、突き放すような男への批判で結ぶ。とはいえ、主人の
留守に不実を働く使用人という図式は、古くからの定番的なものであり、
特に目新しい発想ではない。ここでも最後の 1行で、ラフォルグ風の機知
をきかせた結びにしようとした意図はわかるが、それ以上のものは特にな
い。
これら「ボストン詩群」に共通する特徴としては、いずれの詩において
もエリオットがボストンの社交界で目にしたであろう中上層階級のとりわ
け女性に対する複雑で、時に辛辣とも見える感想を表すとともに、生命力
の衰えつつある世界での無意味で皮相な虚飾の風潮に批判を投げかけてい
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20) Gordon, p. 18.
る点である。しかし、こうした内容自体は発想も含めて、それほど目新し
いものではなく、使われている手法にしても新機軸と言えるものは少な
い。「プルーフロックの恋歌」を含め、エリオットの他の初期詩に見られ
るものとさほどの違いはない。むしろ、長さが短いことにより複雑な構成
をとることや、言葉の積み重ねによる重層的な効果を狙うこともできてい
ない。その意味において、「ボストン詩群」に表されているものは、新た
な可能性を探ったものではなく、エリオットの従来の詩の延長線上にある
小品といった程度のものであろう。いずれの詩にしても、エリオットの初
期作品全体の中で見た場合、長さも含めて内容、技巧的にもかなり小粒で
あることは否めない。それにもかかわらず、この 3作品は、「プルーフロ
ックの恋歌」などとともに、1915年 11月にエズラ・パウンドの編集によ
り 500部が刊行された『カソリック・アンソロジー』に収録され、本の形
で世の中に出たエリオットの最初の詩という栄誉に浴すことになったのは
皮肉な巡り合わせだったと言えるだろう。実際のところ、「風の夜の狂詩
曲」とともに 1915年 7月の『ブラスト』2号に掲載され、詩としてはこ
れら「ボストン詩」よりも遙かに優れた作品と思われる「前奏曲集」が本
として公刊されるのは、2年後の『プルーフロックその他の観察』の刊行
の際のことなのである。
1915年はエリオットにとって、パウンドに才能を認められ、作品が公
刊されて詩人としての存在が少しずつ知られるようになる契機となった年
である。そしてエリオットの初期の良質なものが公刊されたということ
は、これまでにエリオットがノートブックなどに書きためてきた蓄積はほ
ぼ出尽くしたことでもある。加えてこの年に、ヴィヴィアンとほとんど衝
動的とも見えるような結婚をしたことが、その実人生においても、詩作の
点においても、この上なく大きな意味を持つことになる。哲学研究者とし
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ての道への関心を次第に失いつつあったエリオットが、詩人としての立場
を意識するようになっていたとすれば、新たな詩作への挑戦を意識しなけ
ればならないのは当然と思われる。しかし、この時期に書かれたものを見
る限り、作品数においても質においても、それほど目立つものができあが
った様子はない。エリオットの詩の新たな方向性はまだ定まっておらず、
次のステップまでにはさらに準備期間が必要だったのである。
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